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湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

の
民
間
へ
の
再
貸
付
と
、
山

頂
施
設
の
整
備
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
す
で
に
議
員
の
皆

さ
ん
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
町
が
こ
れ
を

決
定
し
た
経
緯
等
に
つ
い
て
、

当
初
に
遡
っ
て
説
明
い
た
し

ま
す
。

平
成　

年
度
の
民
営
化
決
定
の

１９

経
緯
と
貸
付
事
業
者
の
決
定

�
 
町
営
当
時
の
経
営
状
況

湯
沢
高
原
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
２
年
度
か
ら
３
年
度
に
か
け
て

日
本
最
大
級
の
１
６
６
人
乗
り
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
架
け
替
え
、
町
の

直
営
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
４
年
度
以
降
収
支
が
悪
化
し
、
平

成
９
年
度
に
は
会
計
内
の
留
保
資

金
も
枯
渇
し
、
自
力
で
の
借
入
金
の

返
済
や
収
益
収
支
の
赤
字
に
対
す

る
資
金
対
応
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
９
年
度
に

は
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
所

有
地
で
あ
っ
た
山
鳥
原
公
園
用
地

を
一
般
会
計
へ
売
却
し
、
平
成　

年
１０

度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
資
金

１８

不
足
分
、
約　

億
２
０
０
０
万
円
に

３２

つ
い
て
は
一
般
会
計
が
助
成
し
、
結

果
、
総
額
約　

億
８
０
０
０
万
円
の

３４

資
金
不
足
分
の
全
額
を
一
般
会
計

が
税
等
を
投
入
し
な
が
ら
、
湯
沢
高

原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
運
営
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

�
 
議
会
か
ら
抜
本
改
革
の
要
求

町
税
収
入
が
平
成
９
年
度
の　
６５

億
６
０
０
０
万
円
を
ピ
ー
ク
に
激

減
を
続
け
る
な
か
で
、
赤
字
の
湯
沢

高
原
に
多
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
み
、

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
改
革
が

全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
を

憂
慮
し
た
議
会
は
、
平
成　

年　

月

１６

１２

「
実
効
性
の
あ
る
行
財
政
改
革
推
進

に
関
す
る
決
議
」を
行
う
と
と
も
に
、

湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
運
営
の

抜
本
改
革
を
断
行
す
る
よ
う
に
と
、

平
成　

年
度
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ

１７

ウ
ェ
イ
の
当
初
予
算
を
否
決
（
平
成

　

年
3
月
議
会
）
し
、
執
行
部
に
改

17革
の
履
行
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

�
 
湯
沢
町
観
光
事
業
の
経
営
譲
渡

に
関
す
る
協
定
書
の
取
り
交
わ
し

平
成　

年　

月
、
湯
沢
高
原
ロ
ー

1８

１２

プ
ウ
ェ
イ
の
運
営
を
お
願
い
す
る

に
際
し
、
そ
の
選
定
基
準
は
「
湯
沢

高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
熟
知
し
て

い
る
こ
と
」「
こ
の
施
設
を
確
実
に

管
理
で
き
る
こ
と
」「
効
果
・
効
率

的
な
運
営
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
」
と
し
、
町
内
部
で
検
討
し
た

結
果
、
こ
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
リ
フ

ト
を
建
設
し
た
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株

式
会
社
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
決

定
し
、
そ
の
証
と
し
て
「
湯
沢
町
観

光
事
業
の
経
営
譲
渡
に
関
す
る
協

定
書
」
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

�
 
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
と

　

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

　

株
式
会
社
の
関
係

湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
運

営
は
、
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
の

仲
立
で
、
子
会
社
で
あ
る
岩
原
ス

キ
ー
場
の
運
営
を
受
託
し
て
い
た
、

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
（
以
下
「
Ｓ
Ｒ
Ｓ
」
と
い
う
。）

に
任
せ
る
こ
と
に
決
定
し
、
こ
の
契

約
の
内
容
は
Ｓ
Ｒ
Ｓ
が
契
約
を
履

行
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、「
日
本

ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
が
Ｓ
Ｒ
Ｓ
に

代
わ
っ
て
こ
の
契
約
の
履
行
に
責

任
を
も
つ
」
と
い
う
三
者
契
約
と
い

た
し
ま
し
た
。
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の
運
営
に
つ
い
てててててててててててててててててててててて
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Ｓ
Ｒ
Ｓ
と
の
当
初
契
約
と

　
　
　
　
　
　

そ
の
変
更

（
１
）
当
初
契
約

　
　
　
　

平
成　

年　

月　

日

１８

１２

２６

　
（
契
約
日
は
議
会
の
議
決
日
）

主
な
条
文

①
契
約
期
間
は
平
成　

年
４
月
か

１９

ら
平
成　

年
３
月
ま
で
の
５
年

２４

間
と
し
、
期
間
満
了
の
１
年
前
ま

で
に
文
書
で
契
約
更
新
拒
絶
の

申
し
出
が
な
い
限
り
、
引
き
続
き

５
年
間
継
続
す
る
。

②
町
は
湯
沢
高
原
施
設
と
土
地
を

Ｓ
Ｒ
Ｓ
に
貸
し
付
け
る
。
Ｓ
Ｒ
Ｓ

は
こ
の
貸
付
金
額
と
し
て
施
設

等
分
４
２
０
０
万
円
、
土
地
分
３

３
２
万
円
、
年
額
合
計
４
５
３
２

万
円
を
町
へ
支
払
う
。

③
Ｓ
Ｒ
Ｓ
は
第
三
者
（
布
場
・
布
場

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
等
）
か
ら

町
が
借
り
て
い
た
ス
キ
ー
場
敷

の
借
地
料
分
、
年
額
約
２
１
０
０

万
円
を
町
へ
支
払
う
。

④
湯
沢
高
原
の
建
物
・
工
作
物
、
索

道
施
設
等
の
修
繕
及
び
増
築
や

新
築
等
は
、
全
て
Ｓ
Ｒ
Ｓ
の
負
担

で
行
い
、
そ
の
整
備
さ
れ
た
施
設

等
は
町
の
所
有
と
す
る
。

⑤
契
約
の
疑
義
及
び
契
約
に
定
め

の
な
い
事
項
は
、
町
・
Ｓ
Ｒ
Ｓ
・

日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
が
協

議
し
て
決
定
す
る
。

（
２
）
変
更
契
約

　
　
　

平
成　

年
３
月　

日

２０

２６

変
更
理
由

①
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
と
Ｓ

Ｒ
Ｓ
か
ら
、
湯
沢
高
原
施
設
の
現

状
認
識
と
し
て
、
索
道
施
設
は
そ

れ
ま
で
も
整
備
を
全
面
的
に
任

さ
れ
て
お
り
承
知
し
て
い
た
が
、

建
物
等
に
つ
い
て
は
町
か
ら
運

営
を
依
頼
し
て
か
ら
契
約
締
結

ま
で
の
間
に
時
間
的
な
余
裕
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
。

　
　

ま
た
、
平
成　

年
３
月　

日
ま

１９

３１

で
町
職
員
が
施
設
内
に
い
る
状

況
下
で
、
Ｓ
Ｒ
Ｓ
が
施
設
等
の
事

前
点
検
が
で
き
て
い
な
い
な
か

で
の
契
約
の
締
結
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、索
道
施
設
を
除
き
、「
建

物
等
施
設
の
修
繕
」に
つ
い
て
は
、

施
設
所
有
者
で
あ
る
町
の
責
任

に
お
い
て
実
施
し
て
も
ら
い
た

い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

②
平
成　

年
４
月
か
ら　

年
５
月

１９

２０

末
（
Ｓ
Ｒ
Ｓ
の
決
算
期
６
月
１
日

か
ら
翌
５
月　

日
）
ま
で
の
決
算

３１

に
お
い
て
、
累
積
赤
字
が
想
定

（
決
算
で
は
約
２
０
０
０
万
円
の

赤
字
）
さ
れ
て
い
る
。

変
更
部
分

①
湯
沢
高
原
の
建
物
・
工
作
物
（
た

だ
し
、
索
道
施
設
修
繕
等
は
全
額

Ｓ
Ｒ
Ｓ
の
負
担
で
変
更
な
し
）
の

修
繕
等
に
つ
い
て
は
、
同
一
工
種

に
お
け
る
１
か
所
の
修
繕
等
の

経
費
が　

万
円
以
下
の
場
合
は

５０

Ｓ
Ｒ
Ｓ
が
全
額
を
負
担
し
、　

万
５０

円
を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
は
町
が
全
額

負
担
す
る
。
こ
れ
は
平
成　

年
４

１９

月
１
日
に
遡
及
適
用
す
る
。

（
３
）
変
更
契
約　

　
　
　
　

平
成　

年　

月
９
日

２１

１１

変
更
理
由

①
湯
沢
ス
キ
ー
場
施
設
株
式
会
社

か
ら
、
昭
和　

年
度
に
建
設
し
た

６２

布
場
の
ペ
ア
リ
フ
ト
１
基
と
関

連
施
設
及
び
用
地
の
譲
渡
を
受

け
た
結
果
、
町
有
地
の
貸
付
面
積

が
増
加
し
た
。

変
更
部
分

①
貸
付
面
積
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
、
土
地
の
貸
付
料
金
を
４
万
円

増
の
３
３
６
万
円
と
し
た
。

（
４
）
変
更
契
約

　
　
　
　

平
成　

年
７
月　

日

２２

１４

変
更
理
由

①
Ｓ
Ｒ
Ｓ
に
運
営
を
お
願
い
し
て

か
ら
、
売
上
は
Ｓ
Ｒ
Ｓ
の
努
力
に

よ
っ
て
毎
年
伸
び
て
い
る
が
、
決

算
は
３
年
連
続
の
赤
字
と
な
り
、

累
積
欠
損
金
も
７
０
０
０
万
円

を
超
え
る
額
と
な
っ
た
。
こ
の
理

由
は
、
町
営
時
代
に
は
支
払
い
義

務
の
な
か
っ
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

施
設
の
貸
付
料
等
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成　

年
度
と　

年
度
の

２２

２３

２
年
間
、
こ
の
湯
沢
高
原
施
設
の

貸
付
料
を
免
除
す
る
（
別
表
２
の

建
物
貸
付
料
参
照
）。

②
青
少
年
勤
労
体
育
セ
ン
タ
ー
を

取
り
壊
し
、
そ
の
敷
地
を
新
た
に

Ｓ
Ｒ
Ｓ
に
貸
し
付
け
た
こ
と
に

よ
り
土
地
の
貸
付
料
金
を
増
額

す
る
。

③
ト
リ
プ
ル
リ
フ
ト
の
改
修
等
を

行
う
場
合
、
こ
の
起
点
の
停
留
場

に
い
く
た
め
の
道
路
が
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
道
路
と
ス
キ
ー
場

コ
ー
ス
を
併
用
施
設
と
し
て
整

備
す
る
。

変
更
部
分

①
湯
沢
高
原
施
設
の
貸
付
料
４
２

０
０
万
円
を
２
年
間
無
償
と
し

た
。

②
貸
付
面
積
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
、
土
地
の
貸
付
料
金
を　

万
円

１８

増
の
３
５
４
万
円
と
し
た
。

③
ト
リ
プ
ル
リ
フ
ト
の
維
持
管
理

等
に
必
要
な
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
町
と
Ｓ
Ｒ
Ｓ
が
そ
の
負
担

割
合
を
協
議
の
う
え
整
備
す
る

こ
と
と
し
た
。



湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

　
　

施
設
等
の
改
修
と
新
設

�
湯
沢
高
原
の
魅
力
向
上
対
策

　
　
　
　
　
　
　

の
提
言
依
頼

町
全
体
の
観
光
客
数
が
減
少
し

て
い
る
な
か
で
、
湯
沢
高
原
は
S
R

S
の
地
道
な
経
営
努
力
に
よ
り
、
利

用
者
及
び
売
上
と
も
上
向
き
（
別
表

１
参
照
）
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
施
設
を
活
性
化
す
る
こ

と
で
、
も
う
一
度
元
気
な
観
光
立
町

湯
沢
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
考
え
、
一
番
内
容
を
熟
知
し
て
い

る
Ｓ
Ｒ
Ｓ
と
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式

会
社
に
、「
こ
れ
か
ら
の
湯
沢
高
原

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
提
言
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

�
 
主
な
提
言
内
容
と

　
　

町
の
方
針
（
別
表
３
参
照
）

①
高
原
ト
リ
プ
ル
リ
フ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

架
け
替
え

　町
へ
の
堤
言　

建
設
か
ら　

年
が
経
過
し
て
お

２６

り
、
握
索
機
が
減
耗
し
て
い
る
こ
と

及
び
主
回
路
制
御
盤
が
サ
イ
リ
ス

タ
制
御
で
あ
る
こ
と
、
及
び
山
頂
・

山
麓
の
加
減
速
押
送
装
置
等
も
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
４

人
乗
り
リ
フ
ト
を
新
設
す
る
。

町
の
方
針

４
人
乗
り
リ
フ
ト
の
新
設
は
行

わ
ず
、「
延
命
及
び
危
険
防
止
対
策
」

の
観
点
か
ら
、
現
在
の
ト
リ
プ
ル
リ

フ
ト
の
大
規
模
改
修
を
行
う
。

②
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー

　
　
　
　
　

運
搬
リ
フ
ト
の
新
設

町
へ
の
堤
言

現
在
は
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
の

運
搬
専
用
リ
フ
ト
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
お
客
様
も
乗
る
こ
と
が
で
き
る

リ
フ
ト
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
複
数
回
利

用
及
び
高
山
植
物
園
と
展
望
レ
ス

ト
ラ
ン
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」
の
接

続
を
可
能
と
し
、
湯
沢
高
原
全
体
の

回
遊
性
を
向
上
さ
せ
る
。

ま
た
、
冬
季
の
初
心
者
用
の
ス

キ
ー
リ
フ
ト
と
し
て
の
利
用
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

町
の
方
針

お
客
様
を
一
度
だ
け
ボ
ブ
ス

レ
ー
に
乗
せ
る
、
ま
た
、
バ
ス
に

乗
っ
て
た
だ
高
山
植
物
園
を
見
て

帰
す
の
で
は
な
く
、
こ
の
ボ
ブ
ス

レ
ー
リ
フ
ト
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
夏
場
の
開
放
的
な
リ
フ
ト

乗
車
体
験
を
可
能
と
す
る
と
と
も

に
、
高
山
植
物
園
か
ら
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
や
ア
ル
ピ
ナ
周
辺
の
花
等
、
湯

沢
高
原
の
魅
力
を
丸
ご
と
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
及
び
、
冬

季
の
初
心
者
用
ス
キ
ー
コ
ー
ス
の

リ
フ
ト
と
し
て
も
利
用
す
る
。

な
お
、
整
備
は
中
古
リ
フ
ト
の
再

利
用
を
考
え
て
い
る
。

（別表 1）町営時の 4年間とＳＲＳの 4年間の実績比（別表 1）町営時の 4年間とＳＲＳの 4年間の実績比較較

＊観光客数は町産業観光課発表数値。売上額はＳＲＳの事業項目に合わせている。
＜ＳＲＳが実施した新規事業＞
山麓駅ドリンクコーナー（タイム）設置、雲の上の足湯設置、ふれあいヤギ牧場（ごろ寝広場）、恋人の聖
地（鐘）、ジップライン・アドベンチャー整備、ユリの球根２０,００0球植栽、冬のスノーランド運営（青少年体
育館跡地）、山頂駅舎内授乳室設置　ほか。

人 件 費
（百万円）

売 上 額
（百万円）

利用人数（千人）
観光客入込数
（万人）

運営者：年度
リフトロープウェイ

2986651,34954065115.4 ～ 16.3

湯
沢
町

25654196645658316.4 ～ 17.3

23451882943150717.4 ～ 18.3

22748271041747918.4 ～ 19.3

15055875640447019.6 ～ 20.5

S
R
S

16758272340444320.6 ～ 21.5

18260179443542821.6 ～ 22.5

17355562442937322.6 ～ 23.5
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③
高
原
の
植
栽
整
備

町
へ
の
堤
言　

「
雲
の
上
の
花
公
園
」
及
び
「
高
山

植
物
園
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

春
か
ら
秋
ま
で
の
湯
沢
高
原
を
宣

伝
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
収

支
状
況
の
悪
化
か
ら
今
ま
で
部
分

的
な
植
栽
で
済
ま
せ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
を
は
じ
め

と
し
た
花
々
が
少
な
く
な
り
、
お
客

様
か
ら
苦
情
を
い
た
だ
く
こ
と
も

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
再
度
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂
駅
か

ら
ゲ
レ
ン
デ
を
中
心
と
し
た
草
原
、

そ
し
て
あ
や
め
が
池
を
通
り
、
高
山

植
物
園
ま
で
の
コ
ー
ス
の
全
体
に

花
を
配
し
、「
雲
の
上
の
花
公
園
」を

拡
大
・
再
生
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
の
方
針

湯
沢
高
原
の
植
栽
を
年
次
計
画

で
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、「
雲
の
上

の
花
公
園
」
を
再
生
し
、
春
か
ら
秋

の
誘
客
を
図
る
。
平
成　

年
度
か
ら

２４

順
次
整
備
す
る
。

④
高
原
へ
の

　
　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
の
新
設

町
へ
の
堤
言　

雲
の
上
の
花
公
園
に
加
え
、
も
う

一
つ
の
遊
園
地
的
要
素
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

の
誘
客
と
長
時
間
滞
在
で
き
る
空

間
を
確
保
す
る
。

町
の
方
針

観
光
地
湯
沢
に
最
も
不
足
し
て

い
る
も
の
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て

の
観
光
資
源
で
あ
る
。
標
高
１
０
０

０
メ
ー
ト
ル
に
こ
れ
ら
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
春
か
ら
秋

の
集
客
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
冬
場

の
利
用
も
考
え
る
。

⑤
そ
の
他
の
方
針

・
建
物
等
施
設
や
索
道
施
設
の
修
繕

に
つ
い
て
は
、
町
営
時
代
及
び
Ｓ

Ｒ
Ｓ
が
運
営
し
て
も
赤
字
縮
小

の
た
め
、
機
能
回
復
的
な
小
修
繕

し
か
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
た

め
、
平
成　

年
度
は
必
要
な
修
繕

２４

費
と
し
て
、
６
０
０
０
万
円
の
予

算
を
計
上
し
た
。

・
布
場
ゲ
レ
ン
デ
は
、　

年
度
・　

２４

２５

年
度
（
湯
沢
へ
ス
キ
ー
伝
来
１
０

０
周
年
）
の
営
業
状
況
を
見
て
、

そ
の
後
の
方
針
を
決
定
す
る
。

・
布
場
ゲ
レ
ン
デ
内
へ
の
駐
車
場
整

備
は
、
財
政
状
況
を
見
る
な
か
で

検
討
し
て
い
く
。



S
R
S
と
の

　
　
　

再
契
約
ま
で
の
経
緯

�
 
議
会
へ
の
報
告

平
成　

年　

月
の
当
初
契
約
に

１８

１２

あ
る
期
間
満
了
の
１
年
前
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
３
月
の
議

２３

員
協
議
会
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｒ
Ｓ
と
再

度
契
約
を
締
結
す
る
旨
の
意
思
表

示
を
行
い
ま
し
た
。

�
Ｓ
Ｒ
Ｓ
が
運
営
し
て
か
ら
の

　
　
　
　

湯
沢
高
原
の
収
支
状
況

平
成　

年　

月　

日
に
、
町
と
日

１８

１２

２６

本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
が
締
結
し

た
「
湯
沢
町
観
光
事
業
の
経
営　

譲

渡
に
関
す
る
協
定
書
」で
は
、「
湯
沢

町
の
行
財
政
改
革
の
一
環
」と
し
て
、

ま
た
、
今
後
の
更
な
る
湯
沢
高
原
の

事
業
継
続
と
地
域
経
済
発
展
の
た

め
に
、「
民
間
の
経
営
に
委
ね
る
こ

と
が
最
良
と
の
理
念
」
に
基
づ
き
、

日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
の
責
任

の
下
で
Ｓ
Ｒ
Ｓ
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

関
連
施
設
を
貸
与
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
協
定
等
に
基
づ
き
、
町
営
時

代
に
は
自
力
運
営
が
不
可
能
で

あ
っ
た
湯
沢
高
原
関
連
施
設
を
有

償
で
Ｓ
Ｒ
Ｓ
に
貸
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
契
約
の
内
容
は
町
が

第
三
者
か
ら
借
り
て
い
る
土
地
の

借
地
料
（
布
場
及
び
布
場
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
キ
ー
場
）
約
２
１
０
０
万
円

と
湯
沢
高
原
の
町
有
施
設
及
び
土

地
の
借
上
料
４
５
３
２
万
円
を
い

た
だ
く
と
い
う
、
５
年
契
約
で
あ
り

ま
し
た
。
S
R
S
は
こ
の
契
約
に
基

づ
き
、
平
成　

年
４
月
か
ら
営
業
を

１９

始
め
ま
し
た
が
、
売
上
（
別
表
１
参

照
）
は
増
え
て
も
決
算
で
は
４
年
連

続
の
赤
字
と
な
り
（
５
年
目
の
決
算

は　

年
５
月
末
締
め
）、
平
成　

年

２４

１９

４
月
か
ら
平
成　

年
５
月
ま
で
の

２３

累
積
欠
損
金
等
は
約
１
億
２
０
０

０
万
円
に
も
上
り
、
Ｓ
Ｒ
Ｓ
と
し
て

は
、
同
一
条
件
下
で
の
再
契
約
は
あ

り
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
原
因
は
町
営
時
代
に
支
払

い
義
務
が
な
か
っ
た
町
有
の
湯
沢

高
原
施
設
及
び
土
地
の
借
上
料
と

し
て
、
町
に
支
払
っ
た
金
額
（
１
億

２
6
0
0
万
円
と
1
６
０
１
万
8

千
円
の
合
計
、
1
億
４
２
０
１
万
8

千
円
。
別
表
２
参
照
）
が
大
き
く
影

響
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

逆
に
町
側
か
ら
見
れ
ば
、
毎
年
資

金
不
足
に
喘
い
で
い
た
湯
沢
高
原

の
収
支
が
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成

１９

　

年
度
ま
で
の
間
（
Ｓ
Ｒ
Ｓ
か
ら
の

２３貸
付
収
入
と
町
負
担
の
工
事
費
等

の
差
引
）
は
７
４
９
８
万
8
千
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

（
別
表
２
の
算
式
参
照
）

合　計2３年度22 年度21 年度20 年度19 年度項　目

126,0000042,00042,00042,000建物貸付料

S
R
S
の
支
払
額

16,0182,478 3,5403,3603,3203,320土地貸付料

105,84120,74721,19521,64321,12821,128第三者土地代

10,4591,0003,5002,4972,0001,462修繕等費用

258,31824,22528,23569,50068,44867,910合　　　計

72,7434,24243,60611,7838,8084,304修繕費等町
の
支
払
額

4,7463,975007710災害復旧費

77,4898,21743,60611,7839,5794,304合　　　計

＊平成２３年度のスキー場用地の貸付料は全てのスキー場とも３０％減。
＊当初契約から災害復旧費は町負担としていた。

（別表 2） SRSから町への支払金額とロープウェイに対する町の投資金（別表 2）　SRSから町への支払金額とロープウェイに対する町の投資金額額

５年間でSRSが町へ支払った金額と、町が湯沢高原に修繕料等として支払った額は下記の表のとおり。
町営時代には赤字であった湯沢高原ロープウェイから５年間で７４,９８８千円の利益が発生しています。

　算式　
２５８,３１８千円（SRSの支払総額）－１０５,８４１千円（第３者土地代）－ 72,743 千円（建物施設等修繕・道路整
備費）－４,７４６千円（災害復旧費）＝７４,９８８千円

（単位：千円）
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�
 
再
契
約
に
対
す
る
町
の
基
本
的

　

な
考
え
方

　

平
成　

年
度
か
ら
の
５
年
間
、
S

１９

R
S
の
経
営
合
理
化
に
よ
る
経
費

の
削
減
と
、
柔
軟
で
タ
イ
ム
リ
ー
な

事
業
展
開
か
ら
集
客
数
（
別
表
１
参

照
）
が
上
向
い
て
い
る
現
状
を
み
れ

ば
、
町
営
に
戻
す
こ
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
再
度
の
契
約
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
い
ま
し
た
。
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
は
保
養
セ
ン
タ
ー
を
含
め
、

総
額
約　

億
円
を
投
じ
て
整
備
し

３５

た
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
観
光
資
源

で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
存
在
自
体

が
観
光
湯
沢
の
大
黒
柱
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
は
所
有
者
と
し

て
、
こ
の
施
設
の
安
全
・
安
心
の
確

保
は
当
然
の
こ
と
、
適
切
な
延
命
対

策
を
講
じ
つ
つ
、
一
年
で
も
長
く
稼

働
さ
せ
集
客
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
な
か
で
、
こ
の
条

件
を
適
え
る
こ
と
が
で
き
る
事
業

者
と
し
て
、
索
道
業
界
シ
ェ
ア
第
１

位
で
、
維
持
・
整
備
の
専
門
技
術
と

信
用
が
あ
り
、
こ
の
湯
沢
高
原
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
を
建
設
し
た
日
本
ケ
ー

ブ
ル
株
式
会
社
と
Ｓ
Ｒ
Ｓ
が
適
切

で
あ
る
と
判
断
し
、
再
度
の
契
約
を

締
結
い
た
し
ま
し
た
。

�
 
再
契
約
の
内
容

契
約　
　

平
成　

年
３
月　

日

２４

２１

　
　
（
契
約
日
は
議
会
の
議
決
日
）

主
な
条
文

①
契
約
期
間
は
平
成　

年
４
月
１

２４

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

２９

３１

で
の
５
年
間
。
た
だ
し
、
期
間
満

了
の
１
年
前
ま
で
に
町
・
Ｓ
Ｒ
Ｓ

い
ず
れ
か
よ
り
書
面
に
よ
り
更

新
拒
絶
の
申
し
出
が
な
い
限
り
、

引
き
続
き
５
年
間
継
続
す
る
。

②
布
場
及
び
布
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

キ
ー
場
等
の
借
地
料
は
累
積
欠

損
金
等
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
は

町
が
支
払
う
。
た
だ
し
、
累
積
欠

損
金
等
が
解
消
さ
れ
た
場
合
は

そ
の
剰
余
金
の
範
囲
内
で
Ｓ
Ｒ

Ｓ
が
町
に
支
払
う
。

③
町
有
施
設
及
び
町
有
地
の
使
用

料
は
累
積
欠
損
金
等
が
解
消
さ

れ
、
布
場
及
び
布
場
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
キ
ー
場
の
借
地
料
の
全
額
を

Ｓ
Ｒ
Ｓ
か
ら
町
に
支
払
っ
て
も

な
お
剰
余
金
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
２
分
の
１
を
町
有
施
設
等
の

使
用
料
と
し
て
町
に
支
払
う
。

④
建
物
等
及
び
索
道
施
設
の
修
繕

は
町
が
行
う
。
但
し
、
Ｓ
Ｒ
Ｓ
は

そ
の
負
担
金
と
し
て
年
額
５
０

０
万
円
を
町
に
支
払
う
。

⑤
布
場
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
町

と
土
地
所
有
者
の
協
議
の
結
果

に
よ
り
、
そ
の
取
扱
い
を
町
と
S

R
S
・
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社

と
で
協
議
す
る
。

⑥
町
と
Ｓ
Ｒ
Ｓ
が
契
約
の
当
事
者

で
あ
る
が
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式

会
社
が
Ｓ
Ｒ
Ｓ
の
契
約
内
容
の

履
行
を
保
証
す
る
。

⑦
契
約
の
疑
義
及
び
契
約
に
定
め

の
な
い
事
項
は
、
町
・
Ｓ
Ｒ
Ｓ
・

日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
が
協

議
し
て
決
定
す
る
。

平成 33 年度
見込

平成 32年度
見込

平成 31年度
見込

平成 30年度
見込

平成 29年度
見込

平成 28年度
見込

4,1004,2004,3004,4004,5004,600

　 ースで年額 3,000 ～ 4,000 万円程度を検討

　 年ベースで年額 800 ～ 1,000 万円程度を検討

契約延長依頼820

　  から利益の範囲内で町がSRSから受領する
　  たことから、実際の支払い額 1,800 万円を計上

     スで年額 200 ～ 300 万円程度を予定

　 から 町が受領する

     払ってもまだ剰余金がある場合は、残った剰余金の 1/2 相当額を湯沢高原施設の使用料として



平成 27年度
見込

平成 26年度
見込

平成 25年度
見込

平成 24年度
予算

項　　　目

4,7004,8004,9005,000債務負担分支出

歳
出

　大規模な改修等を除き 24年度以降は通年ベ　6,000建物・索道等修繕費

　山頂の花や樹木等の整備に 24年度以降は通　3,000花植栽・消耗品等

　夏冬遊べるアスレチックを整備3,000アスレチック整備

650740布場スキー場
第三者の
土地代金の
支払い

8208209401,060ファミリー他

�上記の土地代金はSRSの累積欠損金等が解消すれば、その年度　
  ※ 24 年度の予算計上は 2,077 万円であるが、減額していただい　

�融雪による土砂崩れ等が毎年発生していることから、通年ベー    災害復旧工事

�町が実施する施設修繕料負担金として年額 500 万円を SRS　　　修繕工事費の負担
歳
入 �累積欠損金等が解消し、第三者の土地代金をSRSが全額町に支  

　町が受領する
利益剰余金の町への配分

（別表 3）今後の湯沢高原ロープウェイの整備等及び収支見込（別表 3）今後の湯沢高原ロープウェイの整備等及び収支見込みみ

�各年度予算の説明

　・平成 24年度分は当初予算に計上済、25年度以降の予算は債務負担分支出のみ平成 24年度に予算枠と

　して確保済み。

　・他の費用については現時点における予定額のため、その時点の施設状況や財政状況により増減する。

�債務負担分支出の説明

　・山頂トリプルリフトの大規模改修及びボブスレー運搬リフトの中古での整備事業で総額４億５５００万円、

　１０年間分割払いとして予算枠を確保済み。

　・契約金額が確定した時点で債務負担金額は変動する。

�布場スキー場運営の説明

　　26年度以降は 23年～ 24 年、24 年～ 25 年冬の布場スキー場の収支状況を見て方針を決定する。

�契約期間の説明

　　スノーリゾートサービス株式会社と町の再契約の期間は平成 24年度から平成 28年度の 5年間。

　（単位：万円）
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運
営
委
員
会

　

平
成　

年
度
よ
り
、
湯
沢
高
原

２４

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
施
設
の
安
全
運

行
管
理
と
地
域
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
施
設
と
す

る
た
め
、
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

の
施
設
の
安
全
運
行
管
理
と
地
域

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
魅

力
あ
る
施
設
と
す
る
た
め
、
湯
沢
高

原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
運
営
に
関
す

る
こ
と
及
び
そ
の
他
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
、
運
営
管
理
者
に
提
言
・

助
言
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
組

織
と
し
て
、
湯
沢
町
商
工
会
・（
社
）

湯
沢
町
観
光
協
会
・
湯
沢
温
泉
観
光

協
会
・
湯
沢
温
泉
通
り
事
業
協
同
組

合
の
各
団
体
か
ら
の
推
薦
委
員
及

び
副
町
長
、
町
議
会
の
産
業
建
設
常

任
委
員
・
総
務
文
教
委
員
か
ら
７
名

の
委
員
に
よ
る
「
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
運
営
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

委
員
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま

方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
町
民
全
員
で
町
民
憲
章
に
あ
る

「
さ
わ
や
か
な
誰
も
が
訪
れ
た
い
ま

ち
」
づ
く
り
を
、
湯
沢
高
原
か
ら
実

践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

民
間
施
設
と
公
の
施
設

町
有
施
設
の
貸
付
料
免
除
と

　
　

民
間
事
業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス

　

基
本
的
に
、
一
般
の
索
道
事
業
者

の
皆
さ
ん
は
「
自
社
所
有
の
索
道
施

設
等
」を
利
用
し
、「
自
社
の
利
益
を

目
的
」
と
し
て
、
ス
キ
ー
場
等
の
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
町
は
年
間
を
通
し

て
不
特
定
多
数
の
観
光
客
を
誘
致

す
る
た
め
に
、
多
種
多
様
な
町
有
の

観
光
資
源
を
整
備
し
、
保
有
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
、
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
レ

ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
共
同
浴
場
、

青
少
年
旅
行
村
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ
ー
ク
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設

の
収
支
は
ほ
と
ん
ど
が
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
の
観
光
資
源

と
し
て
立
派
に
そ
の
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
９
月
か
ら
、
湯
沢
高
原

１８

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
除
く
こ
れ
ら
の

観
光
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
出

の
抑
制
と
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
柔
軟
な
運
営
が
必
要
と
の

観
点
か
ら
、
指
定
管
理
者
制
度
（
民

間
活
力
）
を
導
入
し
、
受
託
者
が
最

低
限
の
運
営
が
可
能
と
考
え
ら
れ

る
だ
け
の
指
定
管
理
料
（
運
営
委
託

料
）
を
町
が
支
払
う
と
い
う
契
約
を

交
わ
し
、
そ
の
施
設
の
維
持
管
理
と

運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
受
託
者
が
赤
字
に

な
る
こ
と
は
通
常
の
場
合
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
湯
沢
高

原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
「
町
の
財
産
を

貸
付
け
る
」
と
い
う
手
法
を
と
っ
た

上
に
、
町
に
多
額
の
貸
付
料
金
を
支

払
う
と
い
う
契
約
を
結
ん
だ
た
め

に
、
町
営
時
代
よ
り
売
上
は
増
え
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
額
の
累
積
欠
損

金
等
が
出
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

　

湯
沢
高
原
施
設
貸
付
の
本
来
の

趣
旨
は
、
町
有
施
設
の
運
営
か
ら
生

じ
た
赤
字
を
民
間
に
転
嫁
し
、
町
が

利
益
を
得
よ
う
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
施
設
の
安
全
管
理
と
地
域
観

光
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
公
営

か
ら
民
営
（
柔
軟
な
民
間
活
力
を
導

入
）
に
移
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
運
営
に
対
し
て
町
は
協
力
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
民

間
事
業
者
と
比
較
す
る
に
、
収
支
だ

け
を
み
て
経
営
等
の
継
続
・
廃
止
等

を
決
定
で
き
な
い
の
が
、
公
営
の
観

光
施
設
で
あ
り
、
行
政
が
実
施
す
る

諸
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
と
が
き

　　

こ
の
た
び
湯
沢
高
原
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
、一
つ

に
、ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
と
の
再
契
約
で
あ
り
、も
う

一
つ
は
ス
キ
ー
の
お
客
様
が
減
少

し
て
い
る
な
か
で
の
ト
リ
プ
ル
リ

フ
ト
等
の
改
修
と
湯
沢
高
原
に
対

す
る
新
規
の
投
資
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

は
湯
沢
町
最
大
の
観
光
資
源
と
考

え
て
お
り
、町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
こ

の
施
設
を
預
か
っ
て
い
る
責
任
者

と
い
た
し
ま
し
て
、
安
全
・
安
心
を

第
一
義
的
に
考
え
る
と
と
も
に
、平

成　

年　

月
の
契
約
締
結
に
際
し
、

１８

１２

「
湯
沢
町
の
行
財
政
改
革
」を
理
解
し

て
く
れ
た
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会

社
と
の
信
義
に
基
づ
き
、町
営
時
代

に
支
払
い
義
務
の
な
か
っ
た
湯
沢

高
原
施
設
の
貸
付
料
等
を
累
積
欠

損
金
等
の
解
消
ま
で
免
除
す
る
と

と
も
に
、Ｓ
Ｒ
Ｓ
及
び
日
本
ケ
ー
ブ

ル
株
式
会
社
と
協
力
し
、湯
沢
高
原

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
も
う
一
度「
高
所

ス
キ
ー
場
」と「
雲
の
上
の
花
公
園
」

と
し
て
甦
ら
せ
、こ
れ
を
核
と
し
て

観
光
の
町
湯
沢
の
再
建
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
施
設
改
修
や
新
規
投
資
に

つ
き
ま
し
て
は
、お
客
様
が
減
少
し

て
い
る
か
ら
「
何
も
し
な
い
」
と
い

う
考
え
で
は
な
く
、安
心
し
て
遊
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
施
設
の
改
修

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、湯
沢
町
唯
一

の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
を
「
停

滞
・
じ
り
貧
」
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

多
少
な
り
と
も
前
進
さ
せ
る
た
め

に
、施
設
等
の
再
生
や
新
規
整
備
も

予
算
の
許
す
範
囲
内
で
積
極
的
に

や
る
べ
き
と
考
え
、３
月
議
会
に
関

連
予
算
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
は
多
様
な

も
の
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、町

を
思
う
こ
こ
ろ
は
皆
さ
ま
方
と
一

緒
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
理

解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

湯
沢
町
長


